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予算額 決算額
差額

（決算－予算）
備考

5,220 5,602 382 （注1）

195 195 0

323 375 52 （注2）

31 31 0

18,083 18,145 62

660 669 9 （注3）

17,269 17,297 28 （注4）

154 179 25 （注5）

1,224 1,587 363 （注6）

　引当金取崩 0 81 81

1,027 1,027 0

0 44 44 （注7）

26,103 27,087 984

21,809 22,099 290 （注8）

6,315 6,407 92

15,494 15,692 198

1,253 1,253 0

323 375 52 （注9）

1,224 1,459 235 （注10）

1,494 1,453 △ 41 （注11）

26,103 26,639 536

0 448 448

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）

（注5）

（注6）

（注7）

（注8）

（注9）

（注10）

（注11）

複数年契約等による支出年度の差異により、予算額に比して決算額が235百万円多額となっています。

長期借入金の利率の変更等のため、予算額に比して決算額が41百万円少額となっています。

予算段階では予定していなかった国及び地方公共団体からの補助金の交付を受けたため、予算額に比して決算額が52百万円
多額となっています。

主として入学料及び入学検定料の増等により、予算額に比して決算額が9百万円多額となっています。

（注2）に示した理由により、支出額においても予算額に比して決算額が52百万円多額となっています。

主として特許等に係る収入の増等により、予算額に比して決算額が25百万円多額となっています。

予算段階で予定していなかった受託研究等の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が363百万円多額となっています。

予算段階では予定していなかった事業を実施したため、予算額に比して決算額が44百万円多額となっています。

　目的積立金取崩

教育研究経費においては退職手当支給額の増等により予算額に比して決算額が92百万円多額となっています。診療経費にお
いては老朽化設備の更新経費の増及び医療材料費の増等により、予算額に比して決算額が198百万円多額となっています。

附属病院収入については、NICUの増床による特定入院料の増および入院基本料等の各種加算による診療単価の向上により、
予算額に比して決算額が28百万円多額となっています。
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区　　　　　分

収入

　運営費交付金

　施設整備費補助金

　補助金等収入

　国立大学財務・経営センター施設費交付金

　自己収入

　　授業料、入学金及び検定料収入

　　附属病院収入

　　雑収入

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等

　長期借入金

計

24年度に交付された運営費交付金繰越額使用による増額により、予算額に比して決算額が382百万円多額となっています。

　補助金等

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

　長期借入金償還金

計

○予算と決算の差異について

支出

　業務費

　　教育研究経費

　　診療経費

　施設整備費

収入－支出


